
コンベンションストーリー (揺藍期)       ・

コン
,ンション行政サィドから見たわが国のコンベンシコンの誕生から現在までを3回 にわたって連載。
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わが国にコンベンション ピューローを

設置 しょぅとの動 きは、意外に早 く1955年

頃に始まっている。1955年 5月 にICc(l ll際

商業会議所)総会が東京で開催された際、

lJl光 シーズンと重なって宿泊施設が/「tり

なかったとか、会議の運営に円滑を欠い

たなどから、米国などの例にならい、日イヾホ

テル yJJ会 がlJl光事業審議会 (現在のrll光

政策審議会の前身)に設置の要望を出 した

のが最初のようだ。とはぃぇ、帝国ホテル

ほか12の ホティレが駐留軍の接収から解除

されたのは1952年のことであり、戦後1955

年までに東京に建てられた本格的洋式ホ

テルはホテル国際観光14Tの みといった

状況であったか ら、時j明尚早の感はなき

にしもあらずであった。それでも19561112

月に策定 された政府のF":光事業振興5カ

年討「llliJに は、総合″:光 案内所 (■C)の 設

置などとともに、コンベンション ピューロ

ーの設置も盛 り込まれている。

1959年 5月 には、第18回オリンピック大会

の東京″H催が決まり(1964年 10月 )、 わが国

の対外観光宣伝の強化や外客受入体制の

整備事業も、次第に トーンが上がって行 く。

運輸省
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局 (当 時)は 、日本ホテル 1//1会

や日本商工会議所などの要望に応える形

で、1960年 度の重点施策に極1際会議の誘

致事業やllVf世 時″lの 調整 を取 り上げ、ftl

方、観光事業審議会は「国際会議の誘致ill

整等にldlす る対策」を答中 した。こォJこ は

コンベンション ピューローの設置のみな

らず、国立 l■」際会議場の設置ゃ、同時通訳

の養成の必要性なども答中されていた。
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宣伝事務lr網 の拡充など、外客誘致施策

は着々と進められたが、コンベンション ピ

ューローにつぃては、運輸省がtF殊法人日

本101tt1/Jl会 の1961年度予算に設置要求を

行 ったが果たせず、本格的に動 くのは東

京オリンピック大会終了後のこととなった。
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私は、こうしてわが国のインノ`ウンド国際

観光の振興が政lllの 重7K珈策として惣展

開しつつあった1962年 、様々な偶然の重な

りの結果、特殊法人日本観光協会に入社 し

た。オリンピックの開催までは、TIcの開設、

海外事務所の増設 (こ の頃毎年平均2事務

'7の

ペースで新設 してぃた)、 ォリンピック

の海外広報、「善意通訳」の募集など興味

深いlL]Tを させてもらった (こ の間の1964

414月 特殊法人 日本観光 //1会 は、特殊法人

国際 lel光振興会と社団法人日本 Lfltt1/Jl会

に分離 した)。 そして、ォリンピックヵり丈功

裡に終 了して3カ 月ほどたった1965412月 、

日本コンベンション ピューロー設立の11

"i可

1務 を命 じられた。lul際 観光振興会

(JNTO)、 日本航空 (JAL)、 日本交通公社

(JTIl)の 3社か ら1人 ずつ人を出 し、」TB本

社の5階に tll務 スペースを与えられてllL備
t

ll務局が発足 した。準備事務局長にはβぜ

から栗原孟男氏、JALか らは国際会議の経

験豊かな柴田実氏、そして下っ端で事務を

行 う人 lllと してJMЮ から私が参加 した。

1961年 には、外国人7400人 を含む総数2

万3000人 を東京に集めた国際 ロータリー

大会 をこな し、1964年 にはォ リンピック

東京大会のほかに国際通貨 lζ金 (lMr)

第19回 総会 (lo2カ 国、1990人 が参Jllり を

ホス トするなど、大型のコンベ ンション

を引 き受けられる体制 も整い、懸案だっ

たコンベ ンシ ョン ピューロ_設立の機

運がようゃ く高まってきたといぅことだ

ったのであろう。

4カ 月後の6月 22日 、関係地方公共 E・ll体 、

lJl連業界の企業 団 14N等 を会員とす る任

意団体「 日本 コンベ ンシ ョン ピューロ

ー」が設立 された。会長は日本商工会議

所の会Iftで、JNTO会長でもあった足立正

氏、事務所は有楽町の小谷 ビル2階 、初年

度予算は3000万 IIlだ った。準備事務局の

スタ ンフ3人 はその まま事務局に残 り、

JTBか らもう1人 の出向者 とアルノ` イ ト1

人を加えて5人でスター トした。

全てが無から有を生む事業だった。 l■ l

際会議の経験などあるはず もない私は、

柴圧1氏 に手IfXり 足取 りの指導 を受け、ldl

光宣伝資料の作成 、口1内の会議施設ゃ lll

連の施設 サービスのi‖査、111際 会議 111体

に関する調査、日本でり‖n慢 ]ク 定のLIIな 会

東京国際見本市協会長費(1966年 )を 受費した
誘致宣伝Fp刷物第1号

議 .行 事一覧表の作成など、その後のコン

ベ ンション ピューローの基礎となる作

業 を担当 した。柴田氏は外国の文献、日

本の文献を参HOし つつ、「国際会議必携」

など、国際会議をホス トする際の ノウハ

ウを171説する手引書執
'1に

没vriさ れてい

た。チェック リス トl・lき の「 lll際会議

必携」はすばらしい出来で、私は長らく

座右の書として繰り返しひも解かせてい

ただいた。
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1966年 度か らJNTOに 国際会議等誘致

tll業 のための lli助 金がつ き、日本コンペ

ンション ピューローは、設立1年足 らず

の同年4月 1日 にJNTOに 吸収 された。任

意団体の会員だった1也方向治体やlkl連の

企業 団体は、コンベンション誘致事業の

運営を審議 し、連絡調整 を図 る「コンベ

ンションllr進会議 連絡会議」を構成す

ることとなった。

」NTOの組織になって、陣容は飛躍的に

拡充 した。栗原氏に代わってJTBか ら大

迫辰雄室長、次長格に運輸省観光剖
`出

身

の西川 11氏 、」NTO直系は型、と新入職員の

北出り1君 、」ALか ら出向の岩リト久美恵氏、

その他人件費派遣元llち のスタ ソフを含

め、」TBか ら高橋茂氏、近畿 日本ツー リス

トか ら勝又直人氏、阪急交通社か ら小り||

信子氏といった面々が順次 lilっ た。ニュ

ー ヨーク観光宣伝 lllttlrに は、多数の候

h‖者の1!か らジョン マク ドネル氏をコン

ベンション マネージャー (当 時はソリシタ

ーと呼んでいた)と して採用 した。

当時、コンベンション開 1寵地としての日

本の地1立は決 してlltく なかった。というよ

り、日本は経済 学術 文化などあらゆる

分lrで1歌米諸111に 比j日 しうるようになり、

国際機供1本 部から日本支部ない し日本会

員に対 し、そろそろ日本でり‖‖にしてはどう

かと1/1tt言 されるケースが増 えて きた。エ

キゾチスムあり、lel光的魅力あり、円はま

だ安 く、和1織能力は証明済み、そしてアジ

ア諸|]は まだ競争者として登場 していな

かった。積極的に誘致するというよりも、

1国 際慣れ していない日本支部などホス ト

する立ltlの 不安 と、jl llli経 71の illH連 が困

共にということが難点で、むしろ日本側に誘

致の意志があるかどうかが問題だった。

コンペンション ピューローの設 立には

意外なほど反響があった。 lll際会議等一

覧表は業界各社の人気の的だった し(こ

れをつくるのに最初は随分苦労 した)、 会

議場やホテル、航空会社、旅行業者、PCO、

土産品店、その他の施設 サービスのサプ

ライヤーはいうまでもないが、国際会議じ‖

1橿団体からもけっこう接角虫があった。会議

主 l■者にその気になってもらうのが第一と、

いわゆるコンサルティング業務を重 ljlす る

こととしたが、自分達自身も未経験なので、

開 ntt・ IL“i中 の国際会議の・ll務 局に,嗅み込

んで机察ゃ11材 をさせてもらったり、過去

の経験者に話 を llい たり、llfl催 報告書や

lll連資本半をもらってrlF究 したり、こちらも懸

命だった。

国際観
鰤

鯰 咆 総会

折 しも、JNTOの 組織になった翌年 (1967

年)は 、Fr連によって「1国際観光41」 と指定

されており、その記念すべき
`「

にlJl光の最

も権威ある国際機関IUσrO(現ⅥTO:世

界lbl光 機関)の総会が東京で開催 されるこ

とが決まっていた。コンベンション ピュー

ローは、このIUOTO総会の開 llt準備事務

l・・J(運輸省内)の分室を兼ねることになっ

た上、国際

“

I光 年の記念行11の ひ とつで

あった「同時通訳者養成講座Jも ll当 する

ことになった。私達にとって、コンサルティ

ングのために国際会議をホストするノウハウ

を研究することが、そのままIU∝Ю総会の ll・

備事務に役立ち、同総会の lll“ 1に lllわ るこ

とが、ただちに他のホストFI体に対するコン

リ レティンク業 務に生かせるという「lt術環J

になったのは十いだった。私はり‖会式やレ

セプションなど式典関係を担当したが、完成

したばかりの国立環1場 でりHかれた lrl会式

では、1世界lell光 界のⅥPがひな壇に並び、日

本側 も皇太子殿下 (現天皇陛下)ご夫妻を

主賓に、佐藤栄作総理大臣、大hFt武夫迦輪

大臣など卸々たる顔iぶ れが揃い、琴の演

奏 /1去徳偲 さんの日本舞ll lな どを織 り込

み、なかなか大変な行1'だったのに、めくら

蛇にIriじ ずとぃぅか、知 らぬが仏というか、

たった一人でストンプウオツチを握って分I)

亥1みの演出 進行を担当した。後で考える

とまことに冷や,Tもので、以後のコンサルテ

ィングでは、規 llAと 内容にもよるが演出はプ

ロに委 lEす るようlrJlめ ることが多かった。

同時通訳者養成講座は、アイエス エス

インターナショナルやサイマツレインターナショ

ナルなどの共 n催 も得て実施 された。同時通

訳者のliも Ifr成 ある組1繊 、口1際 会議通訳

者協会 (AIIC/本 部ジュネープ)の会長の

ジャンエルベリレ:ジ ュネープ大学同時通訳

科教授を主任講印「としてlriき 、村松lll美氏、

斉藤美津子氏、三島マ リ子氏、外 lll人講r,I

など6人 を講llと して実施 した。応募者は

2111人 にも及よ 日一英、出―仏、英一1/、 、英一

lll、 合わせて18人の受講生を腋選 した。

このあとコンベンション ピューローは、

1969年 の米口1旅行業 /rj会 (A釧■)illLの

世界観光会議 (81カ 国、281111人 )、 1973年の

アジア太平洋観光 yrl会
(きヾ )ヽ総会 (45カ

国、1600人 )、 1975年の国際団体連合 (U鳳 )

主1七「[1際会議組織に関する国際会議」(38

カ国、320人 )な どのllL備 1朝局 を引 き受

け、あるいは人を派遣 して経験を積んでい

った。私自身はだnAの 1世界ldl光会議の‖:

事を終 えて、1970イ「
パ リlll務 所に赴任 し

た。そして‖1も なく、本部から立て続けに

2件、海夕師 致活 fJJの 一環 として出 71tす る

よう指示 を受けた。カンヌで開かれた海

ill関 係の会議、プラ フセルで jflか れた保険

関係の会議に日本代表と同席 して日本誘

致の応援 をするようにとの ことだった。

不安な思いででかけたが、案の,ヒ 、11者で

はげ‖lli:地決定が議題になるまで廊下で1時

‖1以上 もイ|た され、1乎 び込 まれると、JAL
の,‖引率やそのlL経 費lXl速の条件など、f_/1

には返答の しようのない質 r"|」rか りで立ち

`L41し

た。保険関係の方は、出‖Iイの通訳

を務めさせられたが、後のレセプションには

部外者として参加を111否 されるなど散々だ

った。ひそかにllN回 しなどをするのならと

もかく、直接り‖0だ 11を 審議する場にいきな

リコンベンション ピューローの人‖‖力
`で

る

のは、まるで産婆が家JJA会議に
「

|を 挟むよ

うなものだと、本

“
`の

指示 を11(め しく思っ

たものだった。 (次 〕サに t・Jtく )    ■

コンベンションの
歩みと展望
::]                             言:

ィの生い立ちを顧みながら書分野に求めてみた。
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